
 

 

   
 

 

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 気仙郡住田町世田米字日向61-1 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 合計 29 社（原木供給／2 社、製材／5 社、建材流通／3 社、プレカ
ット／1社、設計／3社、施工／10社、その他／5件） 価格帯 1,200～1,500万円 

代表者名 佐々木一彦（住田住宅産業株式会社 代表取締役） 価格の基準面積 100㎡ 

主な受賞歴等 
・第 5回全国耐震グランプリ復興功績賞 
・2011年住宅・木材振興表彰国土交通省住宅局長賞 
※グループ内構成員の受賞歴・活動内容 

価格に含まれない 
項目 屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
中野和人 
[メール] sumi-jyu@mx51.et.tiki.ne.jp 
[電話] 0192-46-2465 [ＦＡＸ] 0192-46-3154 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ http://www.ii-ie.net/smita/   

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
３世代が住み継ぐことのできる家づくり 
●どんなに素晴らしい修飾語を重ねても、いい材料を使い、確かな腕で建て
られた家にはかなわないと思います。良質の気仙杉を使い、匠集団の手で
造られる住田の家は、親から子へ、子から孫へと３世代が住み継ぐことの
できる家です。 
 
木を知り、木を活かした住まいづくり 
●木は生えていたように使え、と言います。ところを得た木は年を重ねるほ
どに良い味をだして、鉄よりも永く持つものなのです。だから住田の家は
地域材にこだわります。適材適所、本当にいい木だけをふんだんに使い木
肌の伝わる家づくりをします。 
 
住まいの健康診断をします 
●木が持つ様々な特性により、木の家で暮らすと健康で長生き出来ると言わ
れています。住田の家は造る技術だけでなく、住まいの健康診断も怠りま
せん。お客様に心の満足を提供し続けます。 
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住田型復興住宅生産者グループ 
岩手県気仙地域 
[グループの特徴とメッセージ] 
●面積の90％が森林という森の町住田町は戦後拡大造林された地域であり、今日に至るまで良質な『気仙杉』の生産地として知
られてきました。同時に巧の誉れ高い気仙大工の技を伝える町としても有名です。 
●“良い住まい”を求める人たちの指向は各地の気候や風土とあいまって地方色豊かな『家』をかたちづくってきました。 
●伝統を幅広く受け入れるなかで、簡素ななかにも住まいの奥行きや木の持ち味を生かした、さりげないセンスとあらゆるもの
を受け入れる調和と包容力を持ち合わせます。 
●又、住田の家づくりは町ぐるみの努力と情熱で木材の生産から家づくりに至るまでのラインを一本化した『産地直送』システ
ムを確立しております。 

岩手県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。


